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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月11日(2015.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　複数のリンク部材であって、各リンク部材は、
　　一対の脚部であって各脚部は遠位端に第１の開口および近位端に第２の開口を有して
いる一対の脚部、および、
　　前記一対の脚部の間で水平に配置されるとともに前記遠位端においてそれらの脚部を
接続する接続部であって、前記一対の脚部の前記近位端の方に面している第１の表面を有
し、該第１の表面は、湾曲した受け面、第１の側面、および第２の側面を具備し、前記湾
曲した受け面は第１および第２の前記側面の間で垂直に配置されている、接続部、
　を有している、複数のリンク部材と、
　各脚部の前記第１の開口に受け入れられる第１のピボットロッドと、
　各脚部の前記第２の開口に受け入れられる第２のピボットロッドと、
　を備え、
　前記湾曲した受け面、第１の側面、および第２の側面が、前記一対の脚部の前記第１の
開口内において前記第１の表面の凹部を画定している、コンベヤベルト。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　前記第１の側面および前記第２の側面が、前記湾曲した受け面の端部から接線方向に延
在している、請求項１に記載のコンベヤベルト。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２１】
　一対の脚部であって、各脚部が遠位端に第１の開口および近位端に第２の開口を有して
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いる、一対の脚部と、
　前記一対の脚部を接続する接続部であって、第１の側面と第２の側面の間に湾曲した受
け面を持つ接続部と、
　を備え、
　前記湾曲した受け面と第１の側面と第２の側面とが、前記一対の脚部の前記第１の開口
を通る方向にみて、前記接続部のコーナの無い断面を画定している、リンク部材。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３５】
　前記第１の側面および前記第２の側面が、前記湾曲した受け面の端部から接線方向に延
在している、請求項２１に記載の第１の部材。
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